
〈中学校社会部会〉

研究主題

「個に応じた補充的な学習や発展的な学習などの学習活動を取り入れた指導方法の工夫 ・改善」

発展的な学習の指導を中心にして

研究の概要

平成13年 度か ら15年 度は 「指導 と評価」に関す る研究 を行 ったn平 成13年 度 は 「評価

規準の設定」 「評価 方法」 「総括の仕方」等の研 究開発 を行い、平成14年 度は 「指導 を要す

る状況 の明確化」 と 「ワー クシー トを活用 した4観 点におけるつまず きの評価 とその対応」

を明 らかに した。平成15年 度は、観点別 学習状況 の評価を生か した補 充的 な指導や発展的

な指導など、 さらな る個 に応 じた学習指導法の開発 を行 った.し か しなが ら、発展的な学習

の指導の在 り方や教材 開発については、課題 が残 った.

今年度 は、過去3年 間の研 究を基に、補充的な学習や発展 的な学習の指導を行 う場面を設

定 した単元の学習過程 を工夫 し、指導の在 り方の研 究開発を行 うとともに、特 に、生徒 の実

態 に照 らし合わせた発展的な学習 の指導 を行 うた めの教材開発 を行った。

1研 究 の 目 的

社会科 の学習指導 において、指導 と評価の ・体化 を図る とともに、補充的 な学習や発展的

な学習の とらえ方 を明 らかに し、一・人一・人の学習状況に適 した佃 に応 じた学習指導の充実に

取 り組 む。

皿 研 究 の 方 法

O社 会科 における補充的な学習や発展的な学習の とらえ方の明確化

○補充的な学 習や発展的な学習 の指導を行 う場面 を設定 した単元の学習過程 の一〔夫 と指導

の在 り方の研究開発

○発展 的な学習の指導 を行 うた めの教材開発

皿 研 究 の 内 容

1社 会 科 に お け る補 充 的 な 学 習 、 発 展 的 な学 習 の と ら え方

補 充的な学習 とは、 「生徒の理解や習熟の状況等 に応 じ、学習指導要領 に示す基礎的 ・基

本的な内容の確 実な定着 を図るた めに行 う学習指 導」で あ り、発展的 な学習 とは、 「学習指

導要領 に示す内容 を身 に付けている生徒に対 して、学習指導要領 に示す内容の理解 をよ り深

める学習を行った り、 さらに進 んだ内容 についての学習を行った りするな どの学習指導」で

ある。(「個に応 じた指導に関す る指導資料」文部科学省 平成14年9月 よ り)

また、学習指 導要領 の総則では、「学校 におい て特に必要がある場合には、第2章 以下に

示 していない 内容 を加 えて指導す るこ とができ る。… これ らの揚合には、第2章 以 ドに

示す各教科、道徳、特別活動及び各学年 、各分野又は各言語の 目標や内容 り趣 旨を逸脱 した

り、生徒 の負担過重 となった りす るこ とのない ように しな ければな らない。」 と、発展的な

学習の指 導の配慮事項 が示 されている。 そこで、開発委員会では、杜会科 における発展的な

学習 を次のよ うに とらえた.

一11-一



発展 的な学習 とは、

①学習指導要領 に示す基礎 ・基本 を身 に付 けてい ると判断 され る生徒 に対 して行 う学習

②単元の学習 を通 して身に付 けた基礎 ・基本 を応 用 ・発展 させてい く学習

③単元の学習で扱 った仕会的事象以外 の社会的事象や、 よ り高度な思考 ・判断、理解等 を

要する事象 について課題を設定 し追究す る学習 〈学習す る社会的事象を広げ る、深める〉

④単元の学習 で扱 った課題解決の視点や方法以外の視点 ・方法や、 より多様 な複数の視点

・方法で、課題 をさらに多面的 ・多角的に追究 し、理解 を深 める学習

〈課題解決の視 点や方法を広げる、深 める〉

⑤単元の学習において扱 ったま とめや発表の方 法以外の方法や 、よ り多様な複数の方法 を

活用 して、分 かった ことなどを関係図や構 造図等にま とめた り、発表 した りす る学習

團
・発展 的な学習 の指導を行 うに当たっては、生徒 の負 担増にな らない ようにす る。

・各学年 の 口標や 内容 の趣 旨を踏 まえるこ とな どへの配慮が必要であ る。

・生徒 の実態や学校 がある地域 の実態 な どに よって、上記以外 の例 も考え られ る。

2補 充 的 な 学 習 や発 展 的 な 学 習 の指 導 の 手 だ て が 設 定 さ れ て い る学 習 過 程 の 例

下の(1)、(2)は 、単元の学習過程 において、補充的な学習や発展的な学習の指導を設定 した

学習過程の一例である。取 り上げ る教材 ・生徒の実態 ・学校 がある地城の実態な どによって、

これ以外の例 も考 えられ る.

(1)毎 時闇、補充的な学習や発展的な学習の指導が設定 され ている例

課題設定 追究

四脚 隅

補 充 ・深化

■

罷展的な揃導

擢充的な指尋

・課題設定の段階では一斉指導を行 う。
・毎時間ごとの評価 を生か し、各時間の中
で、補充的 ・発展的な指導に取 り組む。
・「努力を要する1状 況にあると判断 した

場合には、個別指導や理解の程度に応 じ
た指導などにより1おおむね満足できる」
状況になるように指導を行 弘、
・高ま りや深ま りが見られ 「十分満足でき

る」状況にあると判断 した場合には、生
徒の学習が広が り、多面的になるように
H寺問内で終わる程度の資料や新たな課題
提示などの指導を行 弘、

(2>学 習の段 階ご とや単元のま とめに補充的な学習や発展的な学習の指導が設定 され てい る例

課題設定

■

●

追究

●
●

●
●

●

補充1深 化

・課題設定の段階では、一斉指導を行 う。
・学習の段階ごとの評価を生かし、追究す
る段階やまとめる段階で、補充的 ・発展
的な指導に取 り組む。
・「努力を要す る」状況にあると判断 した

揚合には、個別指導や理解の程度に応 じ
た指導、教材の工夫などにより 「おおむ
ね満足できる」状況になるように指導を
行 う。
・高ま りや深ま りが見られ レト分満足でき

る」状況にあると判断 した揚合には、生
徒の学習が広がり多面的になるように資
料や新たな課題提示などの指導を行 う。
・学習指導要領に示 していない内容等を個

に応 じた発展的な学習 として指導する。
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3非 旨導 事Sil

1指導 事 例il地 理的分野 「日本の地域構成」の学習に おいて、毎時間、補充的な学習や発展的な学
習の指導 を行 う場面 を設定 し、個に応 じた指導 を行った例

1単 元名 地理的分野 「日本の地域構成」

2小 単元名 「日本の位置 と領域」「都道府県の構成 と地城区fy>」

3才 旨導 言十両 隔言平イ面言十画(611ミ 学ド{)
時間 学習活動 オ」;会的事 象 へ の 祉 会 的 な思考 ・ 質料活用の 社会的亭無につい 発展的な指導(A) 補充的な指導(C)

1鼻、心 ・意欲 一態壇 判断 技能 ・褒現 ての知識 ・理解

地球儀や地図 ワ ー ク 白地図 ・東京と同じ緯度 の ・一緒 に地球儀 を見

1 を活 用 し、ll シ ー ト 都 市を二つ以.ヒ調 べ、て、 日本の位置を確認
本 の位 置 をllll 東京 と比較 しての地 す る 。
界的 な視野か 形的な特色を、地球
ら調 べ乱 、 儀を用いて発見する。
世界的な視野 ・地 図帳 の世 界の一一

か ら見 て 、 日 般 図 よ り、 日本 が描

本の位置 の特 かれているページを
色を確認する。 すべ て 調 べ、 日本 の

位 置を知る、

地図を適切 に 観察 ワ ー ク ・提示 した参考資料 ・日本の領域 、東西南
2 活用 して 、 口 シ ー ト を基 に 、 さ らに興 味 北の端にある島を一緒
本の領域の特 を もった領域 に関す に地図で確認する。
色 を調 ぺ 、領 る課題を考える。
域 をめ ぐる問 ・提示 した参考資料

題に気付 かせ を基に、領域 に関わ
る 。 る経済水域の重要性

を考える.

地図を適切 に 観察 白地図 ・さらに興 味 を もっ ・都道府県や七地方区

3 活 用 して 、都 小テス ト た都府 県に隣接す る 分の位置と名称を繰 り
道府県の位置 都 府 県 の数 ・名称 ・ 返 し白地図で確認させ
と名称 を基に 位置 ・県境を調ぺて る 。
七地方 区分 を み る 。

理解する.
地図を適切に ワ ー ク 白地図 ・自分 の住 んで い る ・都道府県と県庁所在

4 活 用 して 、都 シ ー ト 区市 と、幾つかの政 地名の位置と名称を白
道府県 の位個 令指定都市 との面積 地図やクイズなどでエ
と名称 を基 に、 ・人 口 ・人 口密度 の 夫して、繰 り返 し確認
県境 ・面積 ・ 比較 を行 ってみる。 す る。

県庁所在地を
琿解す る。

地図を適切に ワ ー ク 白地図 ・木時では取 り上げ ・身近な地域か ら、規
5 活用 して 、都 シー ト ない地域区分の中か 模によって多様な地域
道府県の位置 ら、 さらに興 味 を も があることを理解させ
と名称 を基 に、 った地域区分につい る 。

多様な地域構 て調べ てみる。

成 とな ってい
ることに気付
かせ る。

日本の略地図 ワ ー ク ・Fl本 の東 西 南北 の ・点線で描かれた略地

6 を描 く。 シ ー ト 端の位置、及び束ア 図をなぞ り、大まかに
白地図 ジアを含む地域の略 本州 ・北海道 ・九州 ・

地 図 を描 く。 日本 と 四国の位置関係 を確認
同緯度 ・同経度の国 す る,、
も確認す る。

指 導 事例21地 理 的分野 「地域の規模に応 じた調査」の学習において、学習の段階 ごとに補充的な

学習や発展的な学習の指導を行 う場面を設定 し、個に応 じた指導を行 った例

1勒 酩

2小 単元名

地理的分野 地域の規模に応じた調査 「世界の国々」

「中国」

3単 元の評価規準
ア 社会的事象への イ 社会的な思考 ・判断 ウ 資料活用の技能 ・表現 工 社会的事象について

関心 ・意欲 ・態度 の知識 ・理解
・世界の国々に対する男心 ・IUI界の 国々の地理的事象 ・阯界の国々に関する地図 ・世界の国々の地域的特

を高め、その調査に意欲的 から課題を見いだし、それ や統計その他の資料を収集 色 とともに、国家規模 の
に取 り組み、世界の国々の を環境条件や人々の営みな し、学習に役立っ情報を逸 地域的特色を とらえる視
地域的特色をとらえよ うと どと関連付けて多面的に追 切に選択 して活用するとと 点や方法な どを理解 し、
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して い る、, 究するとともに、国家規模 もに,世 界の国々の地域的 それ らの知識 を身に付け
の地城的特色をとらえる視 特色を追究 し考察 した過程 て い る 、
点や方法を考察 している。 や結果 を束 とめた り、発 表

した りしてい る。

4小 単元の評価規準
ア 社会的事象への イ 社会的な思考 ・判断 ウ 資料活用の技能 ・表現 工 社会的事象について
関心 ・意欲 ・態度 の知識 ・理解

・世界の国々の地理的事象 ・世界の国々の諸事象を位 ・世界の国々に関する地図 ・地域の環境条件や他地

に対する関心が高まってい 置や空間的な広が りとのか や国家単位の統計、その他 域 との結び付 きなどと人
る,、 かわ りでとらえ、地理的事 の資料を収集 している。 問の営み との関わ りに着
・阯界の国々に関する地図 象 と して見いだ してい る。 ・世界の国々の地域的特色 目して とらえた世界の国
や統計、その他の資料を用 ・世界の国々の地理的な事 を とらえるために、地 図の 々の地城的特色を理解 し、
いた調査に、意欲的に取 り 象を基にして、適切な課題 読み取 り、統計のグラフ化 その知識を身に付 けてい
組 んでいる。 を設定 してい る。 や地図化などを通 して、学 る 。
・世界の国々の地理的事象 ・阯界の国々の地理的事象 習に役立っ情報を適切に選 ・国家規模 の地域的特色

か ら見い だ した課題 を藁 を基に して設定 した課題 択 して活用 してい る。 を地図や統計、その他の
に、世界の国々の地城的特 を、地域と環境条件や他地 ・世界の国々の地城的特色 資料を用いてとらえる視
色 を と らえ よ う と して い 域との結びっきな どと人閥 を追究 し、考察 した過程や 点や方法、地理的なま と
る 。 の営みとのかかわ りに着日 結果を地図化 した り、報告 め方や発表 の方法を理解

して、多面的多角的に考察 書 などにま とめた り、発表 し、その知識を身に付け
している。 した りしてい る。 て い る,、
・国家規模の地域的特色を

とらえる課題を追究するた
めの視点や方 法を1考察 し、

適切 に選択 している。

5小 単元の具体的な評価規準
ア 杜会的事象への イ 社会的な思考 ・判断 ウ 資料活用の技能 ・表現 工 社会的事象について
関心 ・意欲 ・態度 の知識 ・理解

① アテネ オ リンピ ックの メ ① アテネ オ リン ピックの メ ①アテネオリンピックのメ ①面積の大 きな国、人口
ダル数の統計資料を進んで ダルの統計資料から、適切 ダル数の統計資料を、白地 の多い国について理解 し
処理 しよ うと してい る,, に考察 してい る. 図 に工 夫して描 いてい る. て い る,,

②中国の都市や世界遺産を ②中国の地域区分それぞれ ② 中国の地城的な特色を工 ②中国の地名、都市名な
進ん で調べてい る。 の特色について適切にまと 夫 して描い てい る。 どを理解 してい る。

めてい る.

③アメリカの貿易について ③ア メ リカの貿易の特色 ③アメリカ と経済的な結び ③アメリカの農業地域や
進んでま とめてい る。 を、適 切に考察 している。 つきの強い 国につい て、工 工業都市について、理解

④アメリカの国際的な影響 夫 して地図 に表 している。 し て い る,,

力について、多面的に考察
してい る。

⑤アメリカの貿易について
の発表を聞き、適切に内容

をとらえてい る。

6小 頃元の指導 計画 ・評価 計画(13時 間)

ア 拙蝕的事 イ 社皇 的 ウ 瞥料活 工 社金的事 評価に基ず く乎だて
学習過程 学習活動 巣への 関心 ・ な凧 奄 ・判 用 の技能 象についての O:発 展的な指導(A)

意肱 ・態度 断
・表 現

知諏 ・理鰐 △:補 充的な指導(C)
1 アテネオ リンピックメダル獲得 ① ① ① ムメダル獲得数の資料から、
o

数 の一覧表 か ら、一部 を抜粋 して 表 ・ 考察の 表 ・ 別の表 を作 り、地図に表す
一2, 導入 .表 な 作 成L一 世 昼 地 図 に 描 三典 一一一一一.一白 地 図 一...内 容._ 一自 地 図 一.一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一よ一互助電す る.
3 面積の大きな国と人 「1の多い国 ① △地図帳の資料を一緒に見

を調 べ る。 ワ ー一ク て確認す る。

シ ー ト

4 課題 旅行パ ンフ レッ トな どを参考 に、 ②
設定 インターネ ッ トで中国の都市や 阯 観 察 ・
界遺産などを調ぺる。 白地図

5 畢 興味のある都市や 文化遺産 を5
追究 ～10選 ぶ 。

6 地図帳 を参考に、さま ざまな主 △地図帳を一緒に見なが ら、
題図に、選んだ都市を当てはめて 透明シー トに位置を書き写
地域の特色を調べる。 させ る.
・透 明 シー トに位置 を書 き写 し、

地図帳の主題図に重ねて、地域の
特色 を調 べ、一一覧表に書き出す。

一 一 一 丁

7 追究 自然環境と人々の生活を関述さ ② ② ② △降水量 と農業区分の関蓮
} 噛 せて 、地域 の特色 を とらえる。 ワ … ク ワ ー ク ワ ー ク に注 目して地域区分す るよ
8 補充 3～5つ の地域に区分 し地域ご シ ー ト シ … ト シ ー ト うに助言 す る。

騨 との特色を、 白地図に箇条書きす O中 国の地域による特色の
深化 る 。 違いを、地形的な要素 も考
巳 察に加えて文章にまとめる。

本 発展 地域の特色を地図に書き込む。 O中 国の主な貿易相予国を、
時 統計資料を参考に、白地図
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にま とめる。

9 課題 いろいろな品目についての生産 ③ △ 一緒 に統言1・資料 を見 な が

設定 や 貿易 の統計 を見 て、ア メ リカ の 一覧表
ら、 ア メ リカの特色 を考 え

■ 特色を考える。 のま と てみ る。

追究 生産量と輸出人額を比較 して、 め
一覧表 に}kと め翫

10 追究 主な国の貿易(輸 出 ・輸入〉相 ③ ④ ③
占 一

③
昌 占 一 一 一 占

△主な国の貿易相手国を再
, 手 国の 統計か ら、アメ リカの特色 観察 レポー 地図 ワー ク 度確i認 させ 、ア メ リカ との

補充 を浮か び上が らせ る。 ア メ リカ と ト シー ト 関わ りに気付かせる。
, の貿易が盛んな国の分布の様子を
深化 調べ る。
■ 主な国の貿易相手国の統計資料

発展 か ら、ア メ リカ との関係 が深 い 国
々を白地図に書き表 し、関係の深
い国々の分布の特色を考察する。
・レ ポ ー トに ま と め る

。

11 アメリカの影響 の強い地域の共

通性 を考察 し、ま とめる、,
・国際社会におけるアメリカの影

響 の大 き さに っい て考察 し、 レポ
… トにま とめる

。

12 アメリカ園内の農業や工業の盛i △一 緒 に資料 を見 なが ら、

んな地域 につ いて、地 図帳 で調 べ、 アメリカ国内の地域的特色
ま と め る,, を1略図に描 くよ う助言す る。
・主な農作物や、工業の盛んな地 OEU諸 国の貿易相手国に
域 にっ いてま とめた ワー クシー ト つい て、 ア メ リカ と比較 し

を記入する, て違いを明確にする.
13

一 一

ま と 学級で10名 程度発表する。 ⑤ △重要な点を全体で押さえ、
め ・アメリカの貿易に関する発表を 聞き取 メモを取 らせ る。

聞 き、理解 を深 める. りメモ

7本 時の学習活動の記録
学習内容 学習活動 評価の観点 ・方法 留意事項

(前時) ・選ん だ都 市や1]二界遺産 の所在 地が、 ・記入例をあげて説

導 1,都 市の特色を表に書き どのような地域なのかを地図帳の主題 明す る.

入 出す、 図で調べ 、表 にま とめる。 ・すべての項 目につ

・自然環境 「位概」「気温 と降=水量」 い ての記入 では な
・生 活 「人1]密 度」[民 族1 く、特徴的な項 口か

「家庭料理」 ら記入 させ る。
・産業や経済1農 業(小 麦 と米)1

2,地 域 を区分す る。主な ・ワー クシ… トの白地 図に、調べ た都 ウの② ・おお よそ の位 置に

特色 を・・つ選び、それ と関 市の位置を記入する。 ワ ー・ク シ ー トの 白 「・」 を 記 さ せ る 。

展 連すると思われる特色を見 ・地域区分の中心にする主題を一一つ設 地図 ・境界のは っき りし

開 つ け る。 定 し、境界線 を ユ～2本 、透明 シー ト た主題を選ばせる。
に描 く。 ・書き損じた生徒に
・白地図に 下書 きす る. は追加 してシー トを

3.ワ ー クシー トに境 界線 ・他 の主題図 に、その透明 シー トを重 配 る 。

と、地域 ごとの特色を記入 ね合わせ、関連性を見る。 ・おお よその線で 区

す る 。 ・必要に応 じて境界線 を
、1～2本 追 分 させ る.

加 す る.
・白地図に下書 きす る。
・下書き を見せ てか ら

、清書に入 る。 イの②
・区分 した地城ごとの特色を余白に書 ワー クシー トの記

毒一込む。 述
・記入が済んだ ら 「発展的な学習の課 ・作業 が速 く終わ っ

発 題1」 の説 明 を受け、作 業す る。 た生徒を対象 として
展 「おおむね満足できる」 ・OHPシ ー トを ワー クシー トに貼 ア 『発展』 お り、全員を対象 と
状況(B)と 判断した生 り、主な山脈 や砂漠な どを描 く。 (新たな課題に した ものではない。
徒の うち、特に作業が ・地形的な違いについても、重ねた透 取 り組もうとす 生徒の負担過重 とな
速く終わった生徒に取 明シー トを使 って、考察 に加 える。 る態度) らないように気を付
り組 ませ る。 ・箇条書きにし、地域ごとに書き込ん け る 。

だ特色をまとめて、中国全体の地域に
「発展的な学習の課題1」 よる塵 いを文章にま とめる。

張地域 ご との特色を、地形 的な要 ・[発 展的 な学習 の課題1」 が終 わっ ・11発展 的 な学 習 の

素 も考察 に加 えて、中 国全体の地 た ら、 「発展 的な 学習 の課題2」 の資 課題2」 の 白地図は 、

域に よる変化を文章にま とめる、, 料 を受 け取 り、作業する。 回収はしないが、次
「発展的な学習の課題2 -1 ・統計資料(主 な国の輸出入品目及び の学習に直結する内
来中国 の主な 貿易相 手国 を、統計 相手国) 容なので、家庭での
資料 を参考に、白地図にま とめる。 ・世界地 図(白 地図) 学習をすすめる。

・中国 との貿 易が盛 んな 国を
、輸 出 ・ ・「発 展 的 な学習 の

輸入に分けて書き出す。 課題2」 の 白地図は、
・世界地図に輸出 ・輸入を色分けなど 授業の最後に、全員
して描 く。 に資料として配布 し
・それらの国々の分布の様子を考察 し て お く。

特徴 をま とめる,,
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4,自 己評価、回収 ・評価 ラベル を貼 り
、 自己評価 を記入 ・自己評価の説明を

ま し 、 ワ ー ク シ ー トを 提 出 す る1、 す る 。

と 「評価 の項 目」技能 ・表現、思考 ・判断

め 「評価の規準」

O広 大 な中国を、いくつかの地域に区分

してい る。

(⊃地 域 ご と の特・色 を書 い て い る。

「自己評価 の基準 」

A:.ヒ 手 くできた、で きそ うだ

B:何 とかできた、できそ うだ

5,脚1寺 の予告 C:で きない
・アメ リカの学 習予 定を知 る、、

8本 時(第7時)に おける評価と具体的な手だて

(1)本 時において 「努力を要する」状況(C)と 判断
した生徒への具体的な手だて

【イの②、ウの②】いくつかの主題図に共通する境
界線を引くとい う課題にもかかわらず、単に降水量
の図だけを見て区分 している。

(2)本 時において 「おおむね満足できる」状況(B)
と判断 した生徒(Sさ ん)の 具体例

【イの②、ウの②】いくつかの主題図に共通する境
界線を引き、三つ程度の地域に区分 し、地域ごとに
特色を箇条書きしてある。

霧
具体的な手だて 曾 ア ドバイス をもとに、

再度 、取 り組 ませ る。

脚 ㍗

↓

}汽_

　

i● 降水量 と農業区分の関連に注1・1して地域区分を
1す るように助言する。
1

(B)と 判 断 した生徒の うち、作業が大変速 く、かつ適

切 に行 うこ とが で きた生 徒へ は、 「発 展 的 な学 習 の課題
1」 へ進 む よ う指示 をす る。

畢
「発 展的 な学 習の課題1」 へ進 む。

璽1お おむね満足できる」状況(B)と 判断する具体的な評価規準の例

地域ごとに箇条書きにした特色に、地形的な要素からの考察も加 えなが ら、中国全体の地城による違いを文章
にまとめている.

圏 「一卜分満足で きる」状況(A)と 判 断 した生徒(Sさ ん、Aさ ん)の 文章の例

Sさ んの文章

● 中国の9割 以上が漢民族 で、漢民族 の住 んでいる

地域 では、人 口密 度が高い ことが わかった。鉱]二業

の生産額 も高い ことがわか った。そ の中でも、最 も

高い地域がA,の 地域。A・ の地域 は、山や砂漠 がな

く、降水量が多いので、農業(小 麦 ・米)が しやす

い,,そ して、海に面 してい るの で、国際交流(輸 入

や輸 出)が 可能だか ら、鉱工業が さかん になるのだ

と思 った。農 業 ・鉱工業が さかん になるとい うこと

は、入が必要 とな るので、人 口密度が高 くなるのだ

と思 った。

Aさ んの文章
● 人 口密度に差があるのは、米 ・小麦の生産や、工
業生産額に比例していることが分か ります。人口密
度が多い地域の米 ・小麦の生産額は、とても多いで
す。工業生産額も5兆 円くらいです。逆に、人口が
少ない地域は、農業 ・工業両方 とも、少ないです。
土地が、ll」脈 ・高原などで、とても農業や工業に適
しているとは思えない ところなので、生産額に差が
あるのだと思います、人間が住むのには厳 しい条件
の土地なので、人 口が少ないのだと分か りました。

中国にヒマラヤ山脈があるのを初めて知 りました。
海に面している地域の方が、食糧 も豊富だから人口
が多いのかな、と思いました。
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指 導 事 例31歴 史的分野 「中世の 日本」の単元のまとめの段階の補充 ・深化の学習において、補充
的 な学 習や発展的な学習の指導 を行 う場面 を設定 し、個に応 じた指導を行った例

1単 元名 歴 史的分野 「中世の 日本」

ア 武士が台頭 し武Pt政 権が 立 した こととその後の武Pt社 繁 の展 開を、ILJ'。 一府 のM、1朝
の争乱 と室町幕府 、応仁 の乱後の社会的な変動を通 して理解 させ る とともに、元憲、 日明貿易、
琉球の国際的な役割など、その聞の東 アジア世界 とのかかわ りに気付かせ る。
農業な どの諸産業が発達 し、畿内を中心 とした都市や農村 に自治的な仕組みが生まれたこ とを
理解 させ るとともに、武士や民衆の活力を背景に して生み出された新たな文化の特色について考
せ

3単 元の評価規準
ア 杜会的事象への イ 社会的な ウ 資料活用 の 工 社会的事象に

関心 ・意欲 ・熊 度 思 考 ・判 断 捜 能 ・蓑 現 つ いて の知識 ・琿解

中世の歴史的事象や人 中世の歴史的事象や人物 中世の歴史的事象や人物の行 中世の歴史的事象を多
物の行為について、意欲 の行 為につ いて 、多面的 ・ 為に関する様 ・々な資料 を収集 し、面的 ・多角 的 に理解 し、
的に考察 しなが ら、その 多角的に考察し、その 目的 学習に役立つ情報を適切に選択 その知識 を身に付 けてい
目的 を明 らか に してい を 自分な りに推 察 してい して活用するとともに、追究 し る 。

る 。 る 。 考察した過程や結果を適切にま
とめた り、説明 した りしている.

4単 元の具体的な評・而規準
ア 社会的事象への イ 社会的な ウ 資料活用 の 工 社会的事象に
関心 ・意欲 ・熊度 思 考 ・判 断 技能 ・表 現 つ いて の知識 ・理解

①武士が台頭し武家政権 ①元冠の歴史的意義を理 ①武家政権が成立 し、そ ①武家政権が誕生 して、
が成立 した こととその後 解し、鎌倉幕府 の滅亡に の後の鎌倉幕府の政治 、 武士の支配が次第に全国
の鎌倉幕府の政治、社会 どのように影響 したかな 社 会 の展 開 に関 して 、 史 に広ま り、武家社会が発
の展 開に対す る関心を高 どを、考察 してい る。 料 「政子の演説」 「御成敗 展 してい った とい う大き
め、意欲的 に迫究 しよ う ②畿内を中心 とした都市 式 目」 「永仁 の徳攻 令」 を な時代の流れを説明して
と して い る。 や農村に自治的な仕組み 読み取 り、特色や幕府 政 い る。

②武士の生活や生き方に が生まれた とい うこの時 治の変化を説明 している。②建武の新政か ら南北朝
関心 をもち、 当時 の様子 代の大きな変化 の原因を ②地図 「モ ンゴル帝国の の動乱に至る経過や、動
を知 る資料を進んで読も 農業をは じめとする諸産 拡大 」か らユ ー ラ シア と 乱がもた らした武家社会
う と して い る 。 業の発達などの視点から い う大きな世界が誕 生 し の変化 を理解 してい る,
③ 元鬼、 日明貿易 、琉球 考えてい る。 た こ とを読 み 取 り、歴 史 ③中世の文化の特色 とそ
の国際的役割 などの学習 ③中世の 日本 の特色 を、 地図 を活 用 してい る。 の中に今 日の日本文化に
を通 して、東 ア ジア世界 古代 の 日本 と比 較 した ③ 中世の 日本の動 きを政 伝わるものがあることを
とのつなが りに関心をも り、 政治 ・経 済 ・文 化 ・ 治 ・経済 ・文化 ・社 会 の 具体例をあげて説明して
っ て い る。 社会の様子から考察 して 様子などに分けて、分か い る。

い る. りやす くま とめてい る.

5指 導計 画 ・評価 計 画(10時 間)

時 ア 社 会 的 イ社会的 ウ資料活 工杜会的 評価 に基づ く手だて
学 習 活 動 事 象 へ の な 思 考 ・ 用の技能 事象につ O:発 展 的な指i尊(A)

関 心 ・意 判断 ・表 現 いての知 △:宇 甫充 的 なキ旨導(C)

闇 欲 ・態 度 識 ・理 解

武士の勢力拡大や、平氏 ① △戦乱 を年表 にま とめさせ、それ
1 政権 と院政、荘園のかかわ シ ー ト を基に、武士が勢力 を広げてい っ
りな どを理解 し、年表にま 観察 た過程 を一緒 に考える、
とめ る、

鎌倉幕府の成立～御恩と ① ① △ 「北条 政子 の訴 え」 につ いて 、

2 奉公～、承久の乱 と執権政 観察 発言 将 軍 と御 家 人の 関係 の図 を用 い
治の確立 を理解する. 発言 シ ー ト て、 も う一度 説 明す る.

鎌倉武士と農村生活を資 ② △資料 「地頭 の横暴」について、
3 料 「地頭 の横暴」・絵巻物 発言 もう一度説 明 し、地頭の荘園侵略
を通 して理解す る. 観察 を理解 させ る.
元の襲来と鎌倉幕府の滅 ① ② △一緒 に資料 を読み、元憲の意義、

4 亡をか らめて理解す る。 発言 観察 日本に もた らした影響を再度考 え
ノー ト させ る.

建武の新政から南北朝の ② △資料 を基に、建武 の新政か ら南
5 動乱に至 る経過や、武家社 発言 北朝に至 るまでの経過を年表 にま
会の変化 を理解する. シ ー ト とめる よ うに働 きか け る.
室町幕府 のしくみの概略 ③ ② △組織 図を見比べて、室町幕府 と

6 をま とめ、外交にっいて理 発言 発言 鎌倉幕府 との共通点、相違点を考
解す る. 観察 シ ー ト え させ る、

1畿 内を 中心に自治的な組 ② △下剋上 な どのことばの意味を、

17



織が生まれた ことと戦 国大 発言 分 か りやす く説 明する.
7 名 が登 場 した理 山につ い ノ ー ト

て 、応 仁 の乱 か ら考 え る1,

鎌倉時代の仏教 ・文化 の ③ △建築物 ・彫刻 の写真 を見て、鎌
8 特色 を理解す る. 観察 倉 文化 について気付いたことをあ

シ ー ト げ させ る、

室町文化 とその広が りを ③ △現代に受け継 がれている文化 を
9 理解 し、現代に受 け継 がれ 発言 一緒 に探 してみ る .
てい る もの に関心 を もつ. シー ト

中世 の 口本 を振 り返 り、 ム ワー ク シー ト基 礎 コー ス を用 意
10 中険とはどんな時代であっ しておき、教科書 を見なが ら完成

たか につ いて 考 える. ③ ③ させ る よ うに 、助 言 をす る。
中世 の 日本を政治の展開 発言 観察

本 (産 業の発 達 、社 会 の様 子 、 観察 シ ー ト ○絵画史料 「一遍上人絵伝」か ら
文化 の特色)な どに分 けて、 中世の特色 を読み取 らせ、 自分の
調 べ 、 ワー ク シー トに 書 き 言葉でま とめさせ、わか りやす く
時 込 む。 表 現 させ る。

中llヒの時代の特也 をま と
め、 時代 の 再構築 をす る、

観 察:生 徒観 察 発 言:発 言 内容 ノー ト1ノ ー ト内容 シー ト:ワ ー クシー ト

6本 時の学習活動 と記録(50分)
主な学習活動 評価の観点 評価 に基づ く手だて

学習内容 と形態 ・方 法 資料 ・留意点 O:発 展的な指導
△:補 充的な指 導

ユ.今 まで の授 業
一斉学習 ・資 料 「古 代 △武士 ・農 民の観点 か ら考

を 思 い 出 しな が の 日本 」 を 配 え るよ うに助 言 をす る。
5 ら 、 「中 世 」 と は ・ノー トに簡 単 布 す る。
どんな時代 とい え に どんな時代 だ 0「 古代 の 日本」 との比較
分 るか 考 え る〔1 ったか 書 く。 を通 して考 えるよ うに助言

をす る.
2、 「中世 」 とは 、 個別学習 ウの③ ・課題 を 与 え ム ワー ク シ ー ト1が 難 し く
どんな時代かを深 観察 る 。 て意味が分からない生徒に

35 めるために、課題 ・ テ ー マ を 選 ワー ク シ ー ト ・ ワ ー ク シ ー は 、 簡 単 な 基礎 ワー ク を用
を選 択 し、資 料 「古 び、調べ学習を ト1を 配 布 す 意 して お く.
代の 口本」を参考 行 う。 る 。 ○絵画史料 「一遍上人絵伝」

分 に しな が ら、 自分 か ら中 世の特色 を読み取 ら
で 「中 世の 日本 」 ・調 べ た こ とを せ 、 自分 の 言葉 で ま とめ さ
の ワ ー ク シ ー ト1 ワ ー ク シ ー ト1 せ 、分か りやす く表現 させ
をっ く りあ げ る. に ま とめ る。 る.

3,授 業 の ま とめ 一斉学習 イの③ ・ワ ー ク シ ー ○ま とめた こ とを発表す る
・発 展 ロー ス を 発言 ト2を 配 布 す に 当た り、寸劇 を取 り入れ

「刺 止」 の特 色 選 んだ生徒に、 観察 る 。 た り、 自分 の意見 を入れ る
10 をま とめ、時 代 の 調べた ことを発 ワー ク シ ー ト ・ワ ー ク シ ー な どの工夫 をす るよ うに助
再構 築をす る。 衰 して も ら う。 卜1.2を 集 め 言す る。

分 ・中 世 とは
、 ど る 。 △ 聞 い た 内容 を ワー ク シー

んな時代だった トに記入す る.感 想 も書 く
か 、 ワー ク シ ー

・未 完成 の揚 よ うに助 言 す る。
ト2に ま と め 合は家庭学習
る. とす る.

*課 題

次の①から④の中か ら関心があることを一つ選び、ワークシー ト1に ま
とめなさい。

①武家政権の移 り変わ りを調べまとめなさい。
②中国と日本の関係を調べま とめなさい。

③現代に受け継がれている仏教や文化を調べまとめなさい。

④中1止の産業の発展 と民衆の成長を調べまとめなさい。… 発展 コース
⑤や り方がよくわからない … 基礎 ワークシー ト

(ワ ー ク シ ーi卜2)

調べ た結 果、 中 世とは どんな時代 であったか、 自分な りにま とめな さい、

1年 祉 会 ワー ク シー ト1

選 ん だテ ーマ→1

一

課題 の中か ら関心が
あるものを一っ選び

各 自が 自由にま とめ
る、
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7評 価 と具体的な手だて

(1)本 時にお いて発展 コースの学習を袖 めた生徒にっいて

本時の発展 コースについては、事前 の学習相談を とお して5人 の生徒に勧 めた。対象 とした基準は、
ユ学期の評価の四っの観点がオールAで あったこ とと、2学 期の 「中世 の 口本」の授業において特に

関心が高 く、学習活動において意欲的で、発言 ・ワー クシー ト等でほ とんどAだ ったことで あるn

1単元の学習活動で生徒Yさ んを 「十分満足で きる」状祝(A)と 判断 した具体例1第6時 【エ の② 】

「おおむね満足できる」状況(B>と 判断す る生徒 の例

室町幕府」 と 「鎌倉幕府」の違 い、共通点を考 えさせ る場 面で、執権 と管領 の違い、守護 と地頭
の地位 の違い、六波羅探題 ・鎌倉府 などをあげている。

睡Yさ んを 「卜分満足できる」状況と判断した具体例

鎌倉幕府 は、将軍 と御家人が御 恩 と奉公 とい う強い絆で結 ばれていて、御家人は将軍か ら守護 ・
地頭 の役職 を与えられ、忠誠 を誓った.室 町幕府は、将軍が絶対 的ではな く、有力な守護 との連合
政権であった,

(2)本 時の授業 中における 「努力を要す る」状況(C)と 判断 した生徒への具体的な手だて

O【 イの③ 】 「中世」 とはどんな時代か丑 えられ ない生徒へ

匡i亘団 発展 コV-一スの生徒 の発表 を聞いて、鎌倉時代の武士の生活やできごと、室町時代
の民衆 の よ うす な どを思い 起 こ させ 、 ワー クシー トに記 入 させ る。

○ 【ウの③ 】 「中世」 とはどんな時代か を、わか りやす くま とめられない生徒へ一
巨極]教 科書や今 までの授業の ノー トを参考に して、 ワー クシー トにま とめさせ る、

(3)本 時にお けるワークシー ト2に よる評価例 【イの③】 とその後の指導
「おおむね満足できる」状祝(B)に ついては、評価規準を甚に 「中世 の 口本」について特色 を二
つは考察 している場合 に判断す るfi「 卜分満足 できる」状況(A)と 判断す る視 点は、特色を三つ以
」二考察でき、古代 と比較 した り、 自分な りの ことばでま とめ、高ま りや深 ま りが見 られ た場合 に判断

す る。 「努力 を要す る」状況(C)は 、特色 を 一っ しか考察 していない、又 は、課題 に関係 のない こ
とを書いてい る場合に判断す る。

■ 「十分満足できる」状況(A)と 判断 した生徒のま とめの具体例(質 的な高 まりや深 ま りがある。)

天篁や貴族 よ りも武士が中心 となった戦いの時代。 その巾で、農民や民衆が団結 してカをつけ、
一揆など起 こすよ うになった

。農業、一[業、商業が発展 し、民衆が楽 しむ文化 も生まれた。

■ 「おおむね満足できる」状況(B)と 判断 した生徒のまとめの具体例

■ 「努力 を要す る」状況(C)と 判 断 した生徒のまとめの具体例 とその後 の手だて

一献 糀
言は楽しいもので、議 喬繰 驚 轟 耀 燗 るいと言芝るが罰 旺

の一部分 しか見 ていないので、その ことを伝 え、その後 の応仁の乱の ことや、民衆の一揆の ことな
どを思い出させ る,,さ らに文化以外の武 」コの政治や産業 の発展、勘合貿易 にもふれ、再度、考 えを

書力≧位る,

8発 展的な学習 の指 導を行 うための教材開発例

「中世の産 業の発展 と民衆の成長」社会 ・経済発展 コース
～ 「一遍上人絵伝」 を活用 した発展的な学習～

絵 画史料 を 兄 て 、 「絵 画 か ら分 か る こ と」 「現 在 と違 うとこ ろ、疑 問 に思 っ た こ と」 を ワー ク シー
トに 記入 す る.次 に、 「福 岡の 市」 か ら読み 取れ る こ とにっ いて 教 師 の補足 説 明 を聞 き 、 「今 後 調 べ
て みた い学 習 課題 」 を各 自で発 見す るn最 後 に、 中1止 とは どん な時代 で あ ったか につ いて 発 表す る。
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絵画史料か ら気付 くこととして 「おおむね満足 できる」状況(B)と 判断す る生徒の具体例

「今後調べてみたい学習課題」 として 「十分満足 できる」状況(A)と 判断する生徒の具体例

(場面)(学 習課題)
○ 市で下駄や布を売ってい る場面→宋銭を使 った商売 について、
O市 で米 ・魚を売っている場面→農業の発達について
○僧が殺 されそ うな揚面→一遍上人について
○市や様々な人が集まる揚面→市に集 まる人々や市について
○船や馬が描かれている場面→ 市と水陸交通の関係 について

以上の ような課題 を自分の興味 ・関心 に応 じて発見できれば(A)で ある。最後に発展的な学習を
行って、分か ったこと、今後 さらに調べてみたい こと、中世は どんな時代 であったかな どを クラスの
みんなの前で グループ発表す る.こ の発表の際、絵巻か ら聞 こえて くる人々の声を簡単なスキッ トを
取 り入れ るな ど工夫 して発表す る.こ の とき、 中肚とは魔業が発展 し、民衆が成長 した時代 であった
ことをわか りやす く説明できた場合は(A)と 判 断できる。

「 「撃 喋謹灘 饗嬬醜瓢 論 鞭)等蟹£誘 一クシート

「中 出 の 産 簗 の 発 展 と 罠 衆 め 戒 価}虹 .喩.灘,賊 、一民

s圏 響 .L人 絵 繰 」 を活 用1、 た 発 腰 的 単 習7・ タシ・・

阪vawnth4E,aか ζ・とetr`西ew臣se"L」rs"ss・.■ 尊J'、

・イ曽ht㌧ltS・St.tl菰
ウい ・る 申i肯,"tl"、 帽 い う

廉 褥 ・てい る ・覇 焼 轟。『て・・弓 ・市 嘱 磁 ラ妙 う

驚 旗 驚 轟,二犠 ピ・自・肱 加 …

1年 社 会 発展 コース「中世の 日本」のまとめ 脚 岬

._」獣L_____ +_._

く,理 醗 榊1・`:r)us碍L」 租 ・・"ご 属 制 献'トtaL:eseMsL'tS .、、)t,.

『

コココロロ

砲 と 訳 士ftよ ・tsλ 昼よ 声r与 し ττls、 へな

あ麻 卸 ゴ6ぱ 釧 ζ しR ,tt・e"t・ttSLr轟,1・ 噂.旗

顧 善 叉 い る,

s,A
、・」e,tek■・1卵 雄Wl・ でt}・ ・,・.・1'

4erい 闘 一 し 岬 二v・in#nfiU・ ・鰍 濫1陪
、 く,削 賊 蹴 畑 ・ら 律,翻 防

瑠'り.B昏 臣 煕 超 臨 齢 い'h.A.ラ 、 』 つ 葺 鳴・Xtく Ψず}4h;iよ}

「

調 べ た 輔 椛 ・中 偉 は ど ん な時 代 で 鄙った か 、蟻骨 な り歳 塞 とめ な 黙い 、

。い りぜ か 伊 犠 承 踊 り黛1撚 に ツuて

レ弛鱒 』 ・で
　 1貯$に

ウ 、、て

5範 撫 踊 瑠 ヤ ‡,『試窮・・ ゴ、lt),・p?k'占.■ ・Pk!・,にN【 ・Vs".い .:P

NItrw・itでfP"-ltか 牟 鞭 グ暫 呂 ぬ 毎 碑 曽 軋 ・,h・A・:'b・dくa#.1}
、

晦 坤 欝偲 で 」㍉ 」劇 艶 入 オしゼ」沁 ㌧い い 占.・ρ

」
中lv.t±e「

.難凝鍵1慧lll
(注)左 がワー一クシー一ト1、 右がワー一クシー ト2

[考 察]
左 のYさ ん の ワー ク シー ト ユを上 述 した観 点 で 分

析 して み る と、「絵 画か ら分 か る こ と」につい ては 「僧
が い る 「市 で 布 、米 、魚 、 を売 って い る」 「川 の近

くで 旧が 開 かれ て い る」 沢 山の 人が 一三ま って い る」

よ"に しっか り と気 マいて い る。 また 、 現 上と違 っ
ところ、 疑 問 に思 った こ と」 につ いて は 「米 は、 枡

ではか って売 られ ている
武士が 可を しているのか

「着物を着てい るTT層 τ

が よぜ殺 ⊂れそ りにな

て みた い学 習課題 」 につ い ては 、 「"遍 一L人につ いて

され てい る。 この こ とか らYさ んは 、課題 を 目分 の9itmAc・関心 に応 じて発 見 で き た と¥[断 で き る ので
「A」と考 え られ る。

最後 の発 表 で は、一遍 上人 が武 士 に殺 され そ うな場 面の 寸劇 を 当時 の人物 に な りき って 行 い、 み ん
なに わか りや す く発 表 で きた。 ワー ク シー ト2の 内容か ら も、 中世 とは産 業 が発展 し、 民 衆 が成 長 し
た 時代 で あ った こ とを しっか りと理解 して い る こ とが分 か る。 そ こでYさ ん を 「A」と判 断 した。

っているのか」 ご、.の]で 気 ・こ がで てい

一 ヒと判断できる.さ らに、 「今後調べ
「定.市 にっいて」 「当時の貿易にっいて」が記

IV研 究 のま とめ と課題

・補充的な学習や発展的な学習は
、一人一人の学習状況に応 じた指導の充実を図 るための学習であ り、

評価 の観点に従い、 口々、学習状況 を適 切に評価す ることが大切である。
・前時までの学習状況の評価 を基に、具体 的な個に応 じ・た指導の手だてを想 定 し本時における指 導に
当たることは、教師の指導の幅を広 げ、生徒に確かな学力 を身 に付け させる ことにっながる。
・学習のねらいは、すべての生徒に基礎 ・基本を確実に身に付 けさせ るこ とであ り、そのための教材
開発や指導方法の工夫 ・改善、個 に応 じた学習指導等に、一層努 めなければな らない.
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